






学校検尿の被検者の意識を知る目的で,昭和 62年度の横浜市学校検尿三次精検受診者の一

部に,検尿の実施から三次精検までの段階における意識調査をアンケートにより実施した。

学校検尿に対する総合的な評価は肯定的なものが多かったが,検尿陽性者はスクリーニン

グの段階で陽性となったことに強い不安感を抱いていた。正しい理解のもとにこうした不

安を与えないためには,学校現場の保健専門家である学校医や養護教諭の関与がこれまで

以上に必要ではないかと考えられた。 


